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化学合成糊剤を使わないたまねぎ育苗培土
～作製法と育苗管理法～

・結着作用のあるベントナイト（粘土の一種）を
添加することで化学合成糊剤を使わないたまねぎ
の育苗培土を作製できます。

・この培土についてかん水方法など育苗管理法を
示しました。
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概 要 Abstract

成 果 Results

新たな育苗培土を製品化す
る際や育苗管理時の参考とし
てください。

1．培土の原料組成

※定植率：欠株などを除き正常に移植された苗の割合
根鉢崩壊耐性：苗の落下試験における根鉢の強さ

ベントナイト15％(w/w)の移植精度が良好です

① ハウス設置時の初期かん水
設置初日および２日目の２回，各１Ｌ/枚

⇒ 出芽の安定
② 出芽後の育苗中
○ 出芽～１葉期
覆土が乾かないよう毎日，0.5～１Ｌ/枚
○１～２葉期頃
乾燥し過ぎないよう2～3日間隔，１Ｌ/枚

⇒ 生育ムラの抑制
○ ２葉期以降
7～10日程度のハードニング処理

⇒ 培土の固化促進
③ 移植前の最終かん水

移植日の３日前を目安に最終かん水
⇒ 移植精度の安定

2．培土の充填鎮圧回数・移植速度
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※培土の充填鎮圧回数２回には対応機種が必要です.

３．かん水管理

・培土の充填鎮圧回数：２回

・移植速度を落とす

⇒ 移植精度の安定
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